［参考様式１］

［職員配置計算書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日（変更予定年月日）見込み
	児童の年齢
	利用定員
	学級数
	必要な職員の数

	
	
	２・３号認定子ども
	１号認定子ども
	
	

	０歳児
	人
	人
	
	
	人

	１歳児
	人
	人
	
	
	人

	２歳児
	人
	人
	人
	
	

	満３歳児
	人
	人
	人
	学級
	人

	３歳児
	人
	人
	人
	学級
	

	４歳児
	人
	人
	人
	学級
	人

	５歳児
	人
	人
	人
	学級
	

	小　計
	
	　　　　
	人

	　　幼保連携型、幼稚園型で園長が専任でない場合は、右欄に１人計上すること。
	　　　　人

	合　計
	人
	人
	人
	
	　　　　人


※　「必要な職員の数」は、「０歳」、「１，２歳児」、「満３、３歳児」、「４、５歳児」（満年齢による）に分け、小数点以下の端数は小数点第２位を切り捨てする。
※　小計は、合計した値の小数点以下を四捨五入する。
小計（小数点以下、四捨五入）＝０歳児の人数×１／３＋（１歳児の人数＋２歳児の人数）×１／６＋（満３歳児の人数＋３歳児の人数）×１／15＋（４歳児の人数＋５歳児の人数）×１／25
※　学級数は、満３、３歳児については在籍児童数を20で除した値、４、５歳児については、年齢毎に30で除した値以上であること。
※　必要な職員の数が学級数を下回る場合は、学級数を必要数とすること。
※　園児が認定こども園を利用する時間内は、常時２人以上の職員を配置すること（一時預かり事業（幼稚園型）等の職員は、含めることができない。）。
※　学年の途中で満３歳に達した園児について、

・引続き２歳児クラスに残る場合は、２歳児に計上すること。

・３歳児学級（年少）または満３歳児学級に移る場合は、３歳児または満３歳児に計上すること。
